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4. 研究課題の概要（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

本研究では ARC 古典籍データベースを利用して、近世版本の版の変遷について整理することを目指す。 

版本の板木は、何度も刷られる内に痛みがはげしくなり、また何らかの理由で損傷したり、内容を書き換えなけ

ればいけなかったりなど、修訂がほどこされることもあって、浮世絵などと同様に、状態を慎重に見比べることに

よって初印本と後印本の違いがわかる。現在 ARC の古典籍閲覧システムでは、継続的にすすめられているデ

ジタル･アーカイブ活動によって画像が随時蓄積されており、特に『北斎漫画』『富嶽百景』などの絵手本は大量

の事例がみられる。データベースの画像情報を利用しながら同じ版本での版の違いを詳しく見比べられるような

システムがあれば、版面の変化から出版過程をたどっていくことができる。以上をもとに近世出版文化の重要な

側面である版の変遷について明らかにしていきたい。 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 
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月一回のスカイプでの研究会を東京（学習院大学）、京都（立命館大学）と共同で継続的に行った。学習院大

学、國學院大學、立命館大学、大阪大学の研究者、院生が参加し、ロンドンからは北斎プロジェクトのメンバー

が中心となって作品の語釈、現代語訳と英訳を各グループ内で議論しながらすすめている。 

ＡＲＣ古典籍データベースを活用して、北斎版本のデータベースを構築し、研究会に参加している院生に依頼

し、本文のデジタルテキスト化を実施した。デジタル化されたテキストの一部は語彙索引作成ツールに統合して

いる。プロジェクト活動を通した資料蓄積、研究成果である現代語訳、英訳を web 公開することが次の目標であ

り、ARC テクニカルサポートを通じて運用出来るシステムの構築を目指す。 

 

リーズ大学のエリス・ティニオス氏と『富嶽百景』の版の調査を実施した。大英博物館の「北斎展」にあわせて日

本から借用した最善本といわれている『富嶽百景』と大英所蔵本、個人コレクション本の原本を比較し、また古

典籍総合目録の画像とも比較して大きくわけて五種類の版の違いがあることを明らかにした。あわせてティニオ

ス氏はポルトガルで行われた EAJS で北斎画『絵本孝経』の版の違いについても研究発表している。 

イメージマッチングシステムを独自のサイトで運営しているジョン・レシグ氏の協力を得て、複数の画像から同じ

画像を引き出してこられるようなシステムを使って版の変遷を考えていくためのシステム構築についての打ち合

わせを行った。 
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